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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第33期

第３四半期
連結累計期間

第34期
第３四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自 平成26年６月１日
至 平成27年２月28日

自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日

自 平成26年６月１日
至 平成27年５月31日

売上高 (百万円) 302,941 327,803 408,466

経常利益 (百万円) 13,626 14,933 19,028

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 8,158 9,202 11,694

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 8,170 9,217 11,702

純資産額 (百万円) 61,523 73,034 65,055

総資産額 (百万円) 162,473 188,240 168,918

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 412.04 464.77 590.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 37.9 38.8 38.5
 

 

回次
第33期

第３四半期
連結会計期間

第34期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年12月１日
至 平成27年２月28日

自 平成27年12月１日
至 平成28年２月29日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 141.46 154.77
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、一部の業種に景況感の改善が見られるものの、新興国にお

ける経済成長率の鈍化や原油安による世界経済の下振れ懸念などで先行きが不透明な状況が続いております。加え

て、円安による物価上昇等の影響により、個人消費は低調な推移が続いております。特に、地方の生活においては

政府による経済政策の恩恵があまり感じられず、消費者の低価格志向はますます強くなっており、小売業者にとっ

て厳しい経営環境が続いております。このような状況の中、当社グループは消費者にとって「安くて、近くて、便

利なドラッグストア」を目指して力を注いでまいりました。

日本の小売業は、「数品目だけを異常に安く売る日替わり特売」や「今日だけポイント５倍」といった“あの手

この手の販売促進策”で集客を図る店舗が数多くあります。しかし、当社グループはそのような販売促進策を行わ

ず、「毎日安い（エブリデイ・ロー・プライス）」政策に磨きをかけております。つまり、ごく限られた期間の

「派手な安さ」ではなく、ご来店いただく全てのお客様が「安心の低価格」をいつも実感できるような店舗運営を

目指しております。これにより、店舗運営コストを抑制し、さらなる低価格販売が可能となるよう努力を続けてお

ります。

また、自社競合による一時的な収益性の低下も厭わず、次々と新規出店を行いました。同時に、新商勢圏への店

舗網拡大も図ってまいりました。これにより、新規出店につきましては、中部地区に３店舗、関西地区に10店舗、

中国地区に12店舗、四国地区に７店舗、九州地区に27店舗の合計59店舗となりました。また、スクラップ＆ビルド

により５店舗を閉鎖し、当第３四半期連結累計期間末の店舗数は710店舗となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,278億３百万円（前年同四半期比8.2％増）、営業利益は134

億22百万円（同10.8％増）、経常利益は149億33百万円（同9.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は92億

２百万円（同12.8％増）となりました。

なお、当社グループは事業区分が単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,882億40百万円となり、前連結会計年度末に比べて193億21百万

円増加いたしました。この主な要因は、有形固定資産が160億67百万円、商品が19億94百万円、敷金及び保証金が３

億94百万円、現金及び預金が３億31百万円増加したこと等によるものであります。

負債合計は1,152億５百万円となり、前連結会計年度末に比べて113億42百万円増加いたしました。この主な要因

は、買掛金が15億27百万円、短期借入金が12億円、長期借入金及び１年内返済予定の長期借入金が103億68百万円増

加し、未払法人税等が12億64百万円減少したこと等によるものであります。

純資産は730億34百万円となり、前連結会計年度末に比べて79億79百万円増加いたしました。この主な要因は、利

益剰余金の増加等によるものであります。
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(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 59,600,000

計 59,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年２月29日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年４月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,000,400 20,000,400
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数100株

計 20,000,400 20,000,400 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

  該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年12月１日～
平成28年２月29日

― 20,000,400 ― 4,178 ― 4,610
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 200,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,795,000
197,950 ―

単元未満株式
普通株式

4,600
― １単元(100株)未満株式

発行済株式総数 20,000,400 ― ―

総株主の議決権 ― 197,950 ―
 

(注)　単元未満株式欄の普通株式には、自己株式２株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社コスモス薬品

福岡市博多区博多駅東二
丁目10番１号
第一福岡ビルＳ館４階

200,800 ― 200,800 1.00

計 ― 200,800 ― 200,800 1.00
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成27年12月１日から平成

28年２月29日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年６月１日から平成28年２月29日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 18,635 18,966

  売掛金 25 29

  商品 34,708 36,703

  貯蔵品 155 130

  その他 4,897 5,534

  流動資産合計 58,422 61,364

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 67,666 79,268

   土地 11,580 11,893

   その他（純額） 14,526 18,678

   有形固定資産合計 93,772 109,840

  無形固定資産 489 357

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 11,082 11,476

   建設協力金 3,495 3,508

   その他 1,655 1,691

   投資その他の資産合計 16,233 16,677

  固定資産合計 110,496 126,875

 資産合計 168,918 188,240

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 70,773 72,300

  短期借入金 － 1,200

  1年内返済予定の長期借入金 4,015 5,205

  未払法人税等 3,982 2,717

  店舗閉鎖損失引当金 112 18

  その他 10,741 10,016

  流動負債合計 89,624 91,458

 固定負債   

  長期借入金 8,177 17,356

  退職給付に係る負債 446 503

  資産除去債務 1,459 1,465

  その他 4,155 4,422

  固定負債合計 14,238 23,747

 負債合計 103,863 115,205
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,178 4,178

  資本剰余金 4,610 4,610

  利益剰余金 56,548 64,512

  自己株式 △236 △237

  株主資本合計 65,099 73,064

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 15 21

  退職給付に係る調整累計額 △59 △51

  その他の包括利益累計額合計 △44 △29

 純資産合計 65,055 73,034

負債純資産合計 168,918 188,240
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年２月29日)

売上高 302,941 327,803

売上原価 245,750 264,180

売上総利益 57,190 63,622

販売費及び一般管理費 45,072 50,200

営業利益 12,118 13,422

営業外収益   

 受取利息 70 67

 受取手数料 405 415

 不動産賃貸料 607 808

 固定資産受贈益 146 258

 その他 672 454

 営業外収益合計 1,902 2,004

営業外費用   

 支払利息 39 65

 不動産賃貸原価 299 396

 その他 54 31

 営業外費用合計 393 493

経常利益 13,626 14,933

特別利益   

 補助金収入 582 511

 特別利益合計 582 511

特別損失   

 固定資産除却損 30 45

 店舗閉鎖損失 38 35

 店舗閉鎖損失引当金繰入額 6 18

 特別損失合計 75 99

税金等調整前四半期純利益 14,133 15,345

法人税等 5,974 6,143

四半期純利益 8,158 9,202

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,158 9,202
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
　至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
　至 平成28年２月29日)

四半期純利益 8,158 9,202

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2 6

 退職給付に係る調整額 8 8

 その他の包括利益合計 11 14

四半期包括利益 8,170 9,217

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 8,170 9,217
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【注記事項】

(会計方針の変更)

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っ

ております。　

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

税金費用の計算 　税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 

 
 前第３四半期連結累計期間
 （自　平成26年６月１日
  至　平成27年２月28日）

 当第３四半期連結累計期間
 （自　平成27年６月１日
 　至　平成28年２月29日）

減価償却費 5,181百万円 6,914百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成27年２月28日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月22日
定時株主総会

普通株式 593 30.00 平成26年５月31日 平成26年８月25日 利益剰余金

平成27年１月13日
取締役会

普通株式 544 27.50 平成26年11月30日 平成27年２月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月21日
定時株主総会

普通株式 643 32.50 平成27年５月31日 平成27年８月24日 利益剰余金

平成28年１月13日
取締役会

普通株式 593 30.00 平成27年11月30日 平成28年２月15日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年６月１日 至 平成27年２月28日)

　当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年６月１日 至 平成28年２月29日)

　当社グループは医薬品・化粧品等の小売業という単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年６月１日
至 平成27年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日)

 １株当たり四半期純利益金額 412円04銭 464円77銭

  (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万円) 8,158 9,202

   普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(百万円)

8,158 9,202

    普通株式の期中平均株式数(株) 19,799,639 19,799,618
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２ 【その他】

平成28年１月13日開催の取締役会において、第34期（平成27年６月１日から平成28年５月31日まで）中間配当につ

いて、次のとおり決議いたしました。

①　配当金の総額 593百万円

②　１株当たりの金額 30円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年２月15日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成28年４月８日

株式会社コスモス薬品

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   工   藤   重   之   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   寺   田   篤   芳   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コスモ

ス薬品の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年12月１日から

平成28年２月29日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年６月１日から平成28年２月29日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コスモス薬品及び連結子会社の平成28年２月29日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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